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て 先 ) 京 神 , f 知, / ヨ年 ク 月 マ

llJ,(法人にあっては、工たるHlt務所の所在地)

森良県奈良市右京 5丁 目 1林 地の 2

第 4号 ljll式(労19条関係)
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核当する□には、レ印を記入してください。

床面積の相のII内 には、的費の場合に当磁増集部かの床而村をP3入してください。

用途別床面積の河述 (tL宅を除く。)と は、4策 効に係るエネルギーの使用の合型化にFHlする建禁主の lll町

の弱棟 (平成15年極済産業行 国 土賛;5省告示射l号)別 本体 1にねげるものとします。

概軍を紀入した場合は、それらを田両等で明示した資Ⅲを折竹してください。

こヨマテリアルとは、人体への安査性や貰折の枯れに配紅したけ対、リサイクルがさ揚なlt打“環境資荷の

少ない材料をいいます。

□ 自 然エネルf― の3L接利用 (柾 要)特 になし

田 自 然エネルギーの変換利用 (1既 要)消 火3阜表示灯に太陽光発電パネルを採用

ロ エ コマテリアルの利用 lH町 要 )環 lI配慮理照明器具の採用

再生I材 の採用

■ 緑 化 (4H 要)政地而積の10%を級化 イオンふるさとの森づくり

に因った相械を実施する

□ 雨 水利用 (概 3 A F ) 特になし

ロ オ ソン層保護 (1既 要 )特 になし

□ 長 寿命化 (版 壊 )特 になし

口 そ の他 要)氷 帯熱を利用 した空胡殺鮒

トップランナー機]卜の採加

特定建築物の環境の保全についての配慮に係

る性能に関する評価結果

別添のとおり

進 絡 先 l g 当部 署

担 当 者 氏 名

柱 所

電 話 を 号

フラクシミリ番号

設計者の住所及び氏名の公表について 口 公表可 □ 公表不可

済榔町守1し,R温暖ィし対策条例第23条の斯鹿によりlr7』1します。

特定剣!築物の名称 (仮称)サ ンタウンこすもす鮒

ttr定処築物の所称:地 京者働付相楽椰木沖l ll相楽台 lT日 1,3,5

奈良県奈良市右京 1丁日6-1,2及 び 1丁目7

特 定 処 楽 物 の

R 受居卜者 の 氏 名 lla大本組一級建興士BJt務所 場 相俊胡

股 舟卜者 の 住 所 岡山県岡山市内出下 1丁 目 1稀 13号

ユ T r H 新 築               □  増 錠

予 定  4F 月  日 工坤密工予定年月日 平 成 18年  7月  ヨ ″日

立llT完了予定年月日 平 成 19年  4月  さ ρ日

trF 迪 鉄骨造 (ラーメン ・プ

レー ス 併 用 構 造 )

惜 数 地上     4    rFl

地下     1    附

放 1し 而 Ri 47.81861ボ さ 30.146  m

建 築 前 積 28,30368ボ 床 耐 釈 1 2 5 , 7 6 2 . 4 9  市

甫)

川 途 万」床 面 積 fl: 宅 市

ホ 等 Hf

病 院 等 Ir

物品販売業を普むll有門 79,098.27 辞

務 所 朝 ボ

学 破 都 ■F

飲 r t 等 ∬

彙  会   所 守 耐

五 場 等 市

漁 鉢 効 果 ガ ス の 排 ‖J の 地 の 削 減 を 図 る た め の t t t 冊

ロ タト蛇、用lR、休のllllttt   l(概  要 )最 上附及び地帖を焼」F場と外部熱負71rを低減

鳳  窓 の lllr終又 は 日 'す巡 へ い
  |(1性  要 ),ltrmH納 4RⅢ駅 tMめ デザィンとり打イントとしてガラスt慨冊


